システムの管理 


この章では、本装置で提供するサービスと Web ベースの運用管理ツールである 「Management Console 」 
を利用した設を/管理じついて説明します。この 「Management Console 」 からインターネットサービスに 
必要となるプ□羊シサーバを容易に管理することができます。 


Management Console について(一56ページ） . システムの状態を磕認したり、名'種設定:を行う 

ツールです。クライアントマシンの Web ブラウザ 
から装置にアクセスして表示できるまでの手順に 
ついて説明しています。 


バックアップ/リストア （^83 ページ) 


保存されている設定情報のバックアップのとり方 
や、リストアの方まじついて説明しています。 







Management Console について 

ネットワーク上のクライアントマシンから Web ブラウザを介して表示されるのが 「Management Console」 
です。 Management Console からシステムのさまざまな設定の変更や状態の確認ができます。 

この章では、 r 管理者用」の Management Console で利用できるさまざまなサービスの設をや磕認、システ 
ムの操作方法を中ムに説明します。 

Management Console 管理者用トップぺージ 
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ブラウザ上から項目（アイコン）をクリックすると、それぞれ 
の設定画面に移動することができる。 


[Management Console の画面構成】 

■ システム管理者用トップページ 
• プ□キシ 
• サービス 
• パッケージ 
• システム 

• Management Console * 
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Management Console のセキユ U ティモード 


Management Console では、日常的な運用管理のセキュリティを確保するためじ、2つのセ 
キュリティモードをサポートしています。 

♦ レベル 1( パスワード） 

パスワード認証による利用者チェックを行います。ただし、パスワードや設を情報は暗 
号化されません。 

♦ レベル 2 ( パスワード + SSL) 

パスワード認証に力□えて、パスワードや設定情報を SSL (Secure Soket layer ） で暗号化 
して送受信します。自己署を証明書を用いているため、 r セ羊ュリティ証明書は信頼する 
会社から発行されていません」という内容の警告ダイア□グボックスが表示されます。 

デフォルトの設定では、 r レベル2」に設をされています。セ羊ュリティレベルを変更する場 
合は 、 Management Console 画面の [Management Console ] アイコンをクリックして設 
走:を変更してください。また、同画面で操作可能ホストを設定することにより、さらに高い 
レベルのセ羊ュリテイを保つことができます。 


lntemetExplo 「 e 「7 では、ち國のようなエ 
ラー画面が表示される場合があります。 
r このサイトの閲覧を続行する」をクリック 
し 、 Management Console 画面を開いて 
ください。 
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アクセス可能待ち受け IP 


本製品に割り当てられている IP アドレスの 
中から 、 Management Gonsole のアク七 
スを許巧する IP を指をします。例えば□一 
カル IP とグ□ーバル IP が割り当てられてい 
る場合、□一カル IP のみでアクセスを許可 
し、グ□ーバル IP はアクセスを拒否する事 
で、本製品のセキュリティを高める事が巧 



fe キュリテイモード： 
巧巧巧お本スト： 



IP アドレス：_ 

jlTxxx xxx.xx.xx v| 


能です。リストボックスが空の場合は、す 
ベての IP でアクセスを受け付けます。 

M-O • InternetExplore 口では、セキュリティ証明書のエラー画面び表示される場台びあり 
E 重 3 まず。にのサイトの閲覧を続行ずる」をクリックし 、 Management Console 画面を 

開いて < ださい。 

• 各画面のち上にある「ヘルプ」リンクをクリックすると、オンラインヘルプび表示されま 
す。項目毎の説明、設定例などを記載していますので、ご覧ください。 
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Management Console へのアクセス方法 


システム管理者は、 Management Console を利用することじより、クライアント側のブラ 
ウザからネットワークを介してあらゆるサービスを簡単な操作で一元的に管理することがで 
きます。(下にをセキュリティモードにおけるアクセス手順を示します。 

H-O • Management Console へのアクセスには、プ□キシを経由させないでください。 

• インターネット側か 5 Mana 呂 ement Console にアクセスずる場 S ホ、レベル2に設 
定してください。 

• レベル2では、 HTTPS プ□トコル、ポート番号己045 3を使用します。 

• Management Console へアクセスする場合にはブラウザのキャッシュ機能を使用し 
ないよラにして < ださい。 

レベル！の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄に rh け p :/7< 本装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN >:50090/」 と入力する。 

3. Management Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする。 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名(こは radmin 」、 パスワード(こはセッ 
トアップ時(こ指定した管理者パスワードを入力する。 

レベル2の場合 

1 . クライアント側のブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄(こ rh け ps ://< 本装置(こ割り当てた IP アドレスまたは FQDN >:50453/」 と入力する。 

3. 警告ダイア□グボックスが表示された6、[はい]をクリックして進む。 

4. [Management Console ] 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする。 

己 ユーザーさ)とパスワードの入力を要求された6、ユーザーさ)(こは radmin 」、 パスワード(こはセッ 
トアップ時(こ指定した管理者パスワードを入力する。 

Management Console に□グインできたら、管理者用のトップぺージが表示されます。 

— "〇 lnternetExplorer 7 では、セキュリティ証明書のエラー画面び表示される場台びありま 
す。にのサイトの閲覧を続行する」をクリックし、 Management Console 画面を開いて 
<ださい。 
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プ□キシ 


頻繁にアクセスするページを丰ヤツシング 
することにより、次回、同じページにアク 
セスした際に、ブラウザの表示時間を短縮 
します。 

管(ま 、 Management Gonsole から、 

有害な Web サイトなどへのアクセスの制 
限、不正なアクセスの制限などを設定する 
ことができます。 

また、頻繁に参照される Web ページをシス 
テムに自動的にダウン□ー ドさせ、システ 
ム内に格納しておくための設をもできま 
す。 

これらの設をにより、効率的なインター 
ネツトへのアクセスを実現します。 

プ□キシサーバ 

プ□キシサーバの起動状態を表示します。[再起動]をクリックするとプ□羊シサーバの再起 
動を行います（システムは再起動しません)。 


スケジュールタウン □ ー ド 

コンテンツを定期的にダウン□ー ドして羊ヤッシュじ格納するスケジュールダウン□ー ドの 
状態を表示します。スケジュールダウン□ー ドの使用を止める場合には、[一時停止]をク 
リックしてください。スケジュールダウン□ー ドの再開は[起動]をクリックします。 


畐本設定 

ブラウザなどからの要求を受けがける 
IP アドレスやポート番号など、プ□キシ 
サーバを動作させるための基本的な設をを 
サーバ種別に応じて設定します。 


M-O • キャッシュサーバを登録、変更 
する場合には(2、ず、[追加]、 [ 
I 編集]をクリックしてください。 
DNS 設定や Web サーバ設定に 
ついても同様でず。 

• [設定]をクリックしないと、シ 
ステムに反映されません。 
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畐本設定（リバースプ□キシ) 


[プ□车シ]画面の[基本設定]でサーバ種別 
設走!を 「Re verse 」 と選ぶことによって表示 
される画面です。この画面では、システム 
をリバースモードで運用する際の設ちがで 
きます（システムをリバースモードで運用す 
るには DNS サーバとの連携が必須です）。 


M-O • キャッシュヴーバを登録、変更 
ずる場台には必ず、[追加]、[編 
集]をクリックしてください。 

DNS 設定や Web ヴーノ設定につ 
いても同様です。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• ReverseHTTPS として運用される場合には、 DNS 名は1つしか設定しないでください。 

• HTTPS のポート番号は、443で固定です。 

• リバースプ□キシび巧応ずるプ□トコルは HTTP と HTTPS でず。 


セキュリティ設定 

クライアント IP アドレス制限と、 CONNECT トラフィック制限を行います。 

两"〇 • ヴーバ種別に Reverse を設定している場台は、クライアント IP アドレス制限は無効と 
P 韦 なります。 

• 「クライアント IP アドレス制限」と 「 CONNECT トラフィック制限」と「アクセス制限」の 
制限処理の順番は似下の通りです。制限処理の順番によって設定び無効になる場合びあ 
りまずので注意してください。 

1 . クライアント IP アドレス制限 

2. CONNECT トラフィック制限 

3. アクセス制限 


親プ□キシ設定 

階層構造を形成する場合に親プ□车シを設定することができます。 
親プ□丰シの指定と、親プ□キシの選択方法を設定します。 


隣接プ□キシ設定 

階層構造を形成する場合にシステムの隣接プ□车シを設定することができます。 

— "〇 隣接プ□キシを設定ずると、指定した隣接サーバの設定によっては、 Web 閲覧の際にぺ一 
ジや画像び正しく表示されない場合びあります。指定した隣接ヴーバの設定を確認し、設定 
し直ずか、ここでの設定を削除してください （7 章の r トラブルシューティング」も併せて参 
照してください）。 
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詳細設定 

[プ□キシ]画面の[詳細設を]でプ□羊シサーバとしての詳細な動作設ちができます。 


アクセス制御設定 

[プ□丰シ]画面の[アクセス制御設を]で 
は、アクセス許可/禁止や丰ャッシュ許可/ 
禁止、プ□キシの使用許可/禁止というア 
クセスの制御が行えます。この設定は、最 
初に条件を持つリストを登録し、それぞれ 
のリストに対しての動作条件（アクセス制 
御、非キャッシュ設定、プ□キシ転送）を 
設定していくという流れになります。デ 
フォルトは、リスト設をじ r リストさ )： all ， 
設を種別: src ，条件式:0.0.0.0/0.0.0.0」、 
r リストさ): cgi ，設定種別: urLpathregex ， 
条件式:. cgi $ ¥?」、アクセス制御設をに 
rallow / deny:allow ,リストさ): all 」、 非 
キヤ、ソシュ設定(こ 「 allow / deny : deny ，リス 
卜さ): cgU です。 


アク杠ス WW 


ブロキシ >アクたス制柳 おる 1 r ヘルづ 1 



ち加 1 

リストを 設ち话別 

まか巧 

漏集 

刖除 

XXXXXX 父 XXXX 父X 

src 

XXX. xxx.xxx.xxx/ 255.255.255 0 

編集 

削除 

Methodi 

method 

HTTP 


IMGLCopyrighKC) N 防 Corporation 2000-2002 

アクわス WW 


ブロキシ > アクたス制柳 原る 1 r ヘルプ 1 



1 

迫力 D 」 川自巧 J 

allow/deny 

1 リストを 


r 

追加 1 Jill/? J 

allow/deny 

リストを 


r 

适加 \ 师巧 1 

ちき巧 S リ allow/deny 

リストを 


Nt^Copyright(C) N 防 Corporation 2000-2002 


M-O • アクセス制御設定において、リストをまったく設定しない場合、または指定した条件の 
いずれにも該当しないアクセス要求は、「アクセスを許可する」として扱われます。 


• アクセス制御設定、非キャッシュ設定、プ□キシ転送設定合わせて最大100個まで設 
定することび可能です。 

■： リストを複数指をする際、 < Shif レキーを押しながらクリックすることで範囲還ネ尺を、 < ctrl > 

キーを押しながらクリックすることで個別に還がすることができます。 
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リスト設定 

• リストの追加 

リストを登録するには、アクセス制御 
の上画面に表示されている[リスト設定] 
画面から、[追力日]をクリックします。 


小（追加）贾ち 


リストを |xxxxxxxxxx 


設定桂則 Isrc 

zi 


^ f 千王心 [xxx. XXX. XXX. xxx/25 b. 255.25 5.0 


IS ち」戻る J 


• 設定種別で src 、 dst 、 myip を選択 

する場合、 mask はマスクビット数で表わすことびできる最上位 bit か5連続した bit び立つ 
値を指定してください。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

•L 画 

• [追加]をクリックすることで、[リスト（追加）設を]画面を開くことができます。 

• [リスト（追加）設定:]画面で入力できるリスト名は、半角英数字 16 文字（先頭に数字は不可） 
じ(内です。 

• 設を種別や条件式の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照し 
てください。 


リストの編集 

リストを編集するには、アクセス制御 
の上画面に表示されている[リスト設 
走:]画面から編集したいリストをの左横 
にある[編集]をクリックします。 


卜 （ S 集）話を 


リストを iMethodI 


設ミ種則1 Method 

d 


美件が IHTTP 


)m 


設定 J 戻る I 


• 設定種別で src、dstv myip を還択 

する場合、 mask はマスクビット数で表わずことびできる最上位 bit か5連続した bit び立つ 
値を指定してください。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してくださ 
い D 

•L 励 

• [編集]をクリックすることで、[リスト（編集）設を]画面を開くことができます。 

• [リスト（編集）設を]画面には、選択したリストの情報が表示されます。 


リストの削除 

リストを削除するにはアクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設を] 
画面から削除したいリストをの左横に 
ある[削除]をクリックします。画面に 
削除するかどうかの磕認を求めるダイ 
ア□グボックスが表示されます。削除 
する場合は、 [ OK ] をクリックしてくだ 
さし"'。 


Microsoft Internet Explorer .. 


X ] 


劈 


Methodi を肖 Ij 蹄してよろしいですか？ 
■■'OK. 3 辛かし」 
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動作条件の設定 


アクセス制御の下画面では、登録したリストに対して動作条件の設をを行います。3つの動 
作について設定することができます。 


• アクセス制御設定 


登録したリストに対して、アクセスの 
許巧/禁止を設定します。 

-アクセス制御の追ぶ 


お加 1 JIIIJ? 1 

allow/ deny 

リストを 

漏集 1 肖り除 1 

deny 

Methodi 

iii 集 1 肖り除 1 

deny 

XXXXXXXXXXXXX 


アクセス制御リストを追力□をする 
には、アクセス制御設定の[追ぶ] 


をクリックします。 

w-Oi^ 

• [設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘル 
プ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 

• L 画 

• [追加]をクリックすることで、[ア 
クセス制御（追加）設を]画面を開く 
ことができます。 

参アクセス制御したいリストを還択 
し、アクセスの許可 ( allow ) か禁止 
( deny ) かを決定:します。 


アクたス制巧（追加）試ち 


allow/deny allow 「 deny 
アク iZ ス制御リスト 

XXXXXXXXXXXXX 

Methodi 


設定 J 戻る 


• リストを複数ホ旨走:した場合には AND 
の処理が行われます。 


-アクセス制御の編集 

アクセス制御リストを編集するに 
は、編集したいリストをの左横に 
ある[編集]をクリックします。 

w-Oi^ 

• [設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘル 
プ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


アクたス集）設 


aliGw/deny ^ allow ^ deny 


アクたス制御リスト 

指ちしたリストをを含みます 



• L 回 

• [編集]をクリックすることで、[ア 
クセス制御（編集）設を]画面を開く 
ことができます。 

• [アクセス制御（編集）設を]画面に 
は、還がしたリストの情報が表示さ 
れます。 









設定 

1 

戻る 1 

1 
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アクセス制御の削除 


アクセス制御リストを削除するに 
は、削除したいリストをの左横に 
ある[削除]をクリックします。画 
面に削除するかどうかの確認を求 
めるダイア□グボックスが表示さ 
れます。削除する場合は、 [0 K ] を 
クリックしてください。 

-順唐の設を 

アクセス制御の順唐を設定するこ 
とができます。[順唐]をクリック 
すると、順唐設を画面が表示され 
ます。優先度を変更したいリスト 
を選択し、 [ UP ] 、 [ DOWN ] をク 
リックすることで設をすることが 
できます。 

W - OI ® 

• 順序は一番上が優先度び高 <、下に 
巧くにつれて優先度びおくなりま 
す。 

• [実行]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 

• 非キャッシュ設定 

登録したリストに対して、キャッシュ 
してもよい/いけないを設をします。 

-非车ャッシュ設定の追ぶ 

非キャッシュ設定リストを追力□を 
するには、非车ャッシュ設をの[追 
化]をクリックします。 

w-Ol^ 

• [設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘル 
プ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 

• [追加]をクリックすることで、[非 
キャッシュ（追加）設を]画面を開く 
ことができます。 

• キャッシュ制御したいリストを選ネ尺 
し、キャッシュの許可 （ a 110 W ) か禁 
止 （ deny ) かを決をします。 

• リストを複数ホ旨をした場合には AND 
の処埋が行われます。 




お力 dI jii 巧 1 

allow/deny 

リストを 

1 漏集 r 肖り除 r 1 

^llow 
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非丰ャッシュ設定の編集 


非车ヤッシュ設定リストを編集す 
るには、編集したいリストをの左 
横にある[編集]をクリックしま 
す。 

w-Oi^ 

• [設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘル 
プ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 

• L 回 

• [編集]をクリックすることで、[非 
キャッシュ（編集）設を]画面を開く 
ことができます。 

• [非キャッシュ（編集）設を]画面に 
は、還巧したリストの情報が表示さ 
れます。 


がキャッシュ （ S 集）試ち 


aliGw/deny ^ allow 广 deny 
アクたス制御リスト 

指ちしたリストをを含みます 





非キャッシュ設をの削除 


非キャッシュ設をリストを削除す 
るには、削除したいリストをの左 
横にある[削除]をクリックしま 
す。画面に削除するかどうかの磕 
認を求めるダイア□グボックスが 
表示されます。削除する場合は、 
[ OK ] をクリックしてください。 



順唐の設定 


非羊ヤッシユ設をの順唐を設定することができます。[順唐]をクリックすると、順 
唐設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [ UP ] 、 [ DOWN ] 
をクリックすることで設をすることができます。 


irOi^ 

• 順序は一番上び優先度が高 <、下に行くにつれて優先度びお < なります。 
• [実行]をクリックしないと、システムに反映されません。 
































プ□キシ転送設定 

登 i 
シ^ 


秉したリストに対して、隣接プ□キ 
H 吏用する/しないを設をします。 

プ□キシ転送設をの追化 

プ□キシ転送設をリストを追力□す 
るには、プ□丰シ転送設をの 
[追力日]をクリックします。 


ブロキシちさ記を II 

’ 追加 1 im 1 

ちを话刖 

allow/deny 

リストる 

[ 編集 1 刖除 1 ] 

Always direct | 

allow 1 

pcxxxxxxxxxxxx 


■ブロキシちさ <お加）試ち 


im 


[設定]をクリックしないと、システム 
に反映されません。 


■L 回 


XXXXXXXXXXXXX 
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[追加]をクリックすることで^[プロ 
キシ転送（追加）設を]画面を開くこ 
とができます。 

プロキシ転送を必ず行う 
( Always _ direcO か、行わない 
(Neve し direct) を[転送種別]から選 
がします。 

それぞれの設をにがして、許可する 
(allow) 、許可しない (deny) を設定： 

します。 

リストを複数ホ旨走:した場合には AND 
の処埋が行われます。 

設を項目の詳細については、 [ヘル 

プ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してください 


aliGw/deny ^ allow ( deny 

お送桂目り Always_direct 

アクたス利巧 PU スト 

指ちした U ストをを含みます 


戻る 


プ□车シ転送設をの編集 

プ□车シ転送設定リストを追力日をす 
るには、プ□羊シ転送設定の[編集] 
をクリックします。 


ブロキシちさ （ S 集）試ち 




[設定]をクリックしないと、システム 
に反映されません。 


■L 画 


• [編集]をクリックすることで、[プロ 
キシ転送（編集）設を]画面を開くこと 
ができます。 

• [プロキシ転送設を(編集)設を]画面に 
は、選がしたリストの情報が表示され 
ます。 

• 設を項目の詳細については、[ヘルプ] 
をクリックし、オンラインヘルプを参 
照してください。 


allow/deny ^ allow 广 deny 

串ミ送桂目 ij I Always_direct 

アクたス制御リスト 

• 游 .指ちしたリストをを含みます 


Methodi 


請ち]戻る 


設定 
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プ□丰シ転送設をの削除 

プ□キシ転送設定リストを削除す 
るには、削除したいリストをの左 
横にある[削除]をクリックしま 
す。画面に削除するかどうかの磕 
認を求めるダイア□グボックスが 
表示されます。削除する場合は、 

[0 K ] をクリックしてください。 

順唐の設定 

プ□キシ転送設をの順唐を設をすることができます。[順唐]をクリックすると、順 
唐設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [ UP ] 、 [ DOWN ] 
をクリックすることで設定することができます。 

w-Oi® 

• 順序は一番上び優先度び高 <、下に巧くにつれて優先度びお < なります。 

• [実行]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• プ□キシ輯送設定で rNever_direct (転送しない)」を設定すると、直接 Web サーバへ接続 
しようとします。親プ□キシび複数ある場台などはごを意ください。 













スケシュールタウン □ ード 


スケジュールダウン□ー ドとは、指をした 
ページをあらかじめ指定時刻にダウン□一 
ドし、キャッシュ可能であればキャッシュ 
する機能です。 

対象となる URL 、 ダウン□-ド周期などス 
ケジュールダウン□ードの設ちができま 
す。 

1-0 • コンテンツの性質とサイズに 

よってはキャッシュされないこ 
とちあります。 

• 対象コンテンツ （ URL ) びキャッ 
シュ可能である場合は、対象コ 
ンテンツへのアクセスびアクセ 
ス□グのキャッシュステータス 
結果で HIT になっていまず。 


スケジュール进巧_ 


W 下の URL のダウンロードを’;广ち細こする P おかにする 


刖田 ij ^ブロパティ」 


一巧削除」一を J 


- ぉぉ I 


ダウンロード屈巧 
P 巧日 

<' ち月指定日 r 日 

ミす毎指定驻日厂日厂月厂乂厂水厂木厂を厂± 

Ih 巧定曰のみ r 年厂巧「曰 

广指定日なほI 年I~月I ~日「日厂月「火「水厂木「 

閉化。〇二]時|〇〇二！化か61〇0二 J 時間口 0二]好是きに！"〇 J 回実巧 
ダウンロード制巧 

リンクの;'果さ M こ] 指定ドイイン U ホのリンクホをダ。ンロード pr ^> こ] 

ダウンロード容さ上巧化 fiO MByte 

ダウンロード3ブジ1クト敦上限(直11000 ■個 

ダウンロード巧ま外 

—イメージ 「サウンド 广 ビデオ 


[ 斑胡剧 D I 


設を I 戻る I 


スケジュールの新規追加 

スケジュールを追力□するには、対象となる URL 、 ダウン□-ド周期などを設定し[追加]をク 
リックします。スケジュールは最大100件まで追力□できます。下に示す図と手順の流れの関 
係は次のとおりです。 


1 . 「有効(こする」を選択する。 

2. ダウン□ードする URL を人力する。 

例） http :// nec 8. com / 

3. [履歴]をクリックする。 

[URL LIST ] 画面が表示されます。 

4. [追加]をクリックしてダウン□ードした 
い URL を追加する。 

己.[設定]をクリックする。 


履歴機能び有効になるのは、[シス 
テム]画面の[プ□キシアクセス統 
計]でプ□キシアクセス統計を「有効 
にする」を設定した時だけです。 



④ 


m 


■L 

rpn 


ダウンロードち]巧 
P な日 

i 广ち月}旨定曰 I 日 

r 毎指定巧日厂日 ry 月厂乂厂水厂木厂を厂± 

If 巧定日のみ I 年「 月 I 日 

指定日 li (な I 年 I ~月 I ~日厂日厂月广•火厂水厂木厂 

閲化「00 J 時1〇〇二]好か6 1〇〇二!時間邮み置きに fo ^回実行 
ダウンロード制巧 

リンクの;'果さ|1 二！ ~お定ドメイン W かのリンク巧をダウンロードをる二 J 
ダウンロードをを上巧 ffi 110 MByte 


ダウンロードオブジ: L クト数上限 fil 11000 

サウンド 「ビデ 


ダウンロード巧をサ 
_か—ジ 


— ⑥一 


段定 I 房る I 




邸到 


巧化 I 


設を項目の詳細については、[ヘル 
プ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


1 URL 

7 ク亡ス致 

广 [http：// ww.fieldmg.co.ip/ 

3 

厂 jhttD：// WW. express.nec.co.ip/ 

3 
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スケジュールの変更 


スケジュールを変更するには、[スケ 
ジュール選択]欄からスケジュールを選択 
し、変更したしバ頁目を編集します。 

I M-O [設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 


P ： • 引き続き別のスケジュールを編 

I じ卜 I 集するときは、そのまま一覧か 

— ら還巧してください。編集内容 

はウィンドウ内で一時保存され 
ます。 

• 設を項目の詳細については、 
[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してくださ 

い 0 



スケジュールの削除 


スケジュールを削除するには、[スケ 
ジュール選択]欄からスケジュールを選択 
し、[削除]をクリックします。 

I M-O [設定]をクリックしないと、システ 
ムに反映されません。 


f ちか 00001 http://host01.nec.com 


か裳 


一巧肖り际 J 一居 I 


W 下の URL のダウンロードを P ちかにする»かにする 


URL rhttp：//host02.nec.com/ 

3ンロード面期 
f 毎日 

ド毎か旨ち日日 
■广ち}旨定咱日广_日广月厂义厂水 r 
■ぐおを曰のみI 年I 月I 日 

ちち日《跨 


- 履歴I 


P 月！!台信二 J 


I r 年 

巧 [ oTl ] ミ 


分か6 foo J 巧閣阿）二！分至きに。 J 回案巧 


ダウンロード制限 

リンクの;'果さ|1〇二！ お定ドツイン W かのリンクホをダウンロードをる 

ダウンロード容を上® f 由120 MByte 
ダウンロードオプジ: L クト敦上限(直同500 '個 

ダウンロード巧まか 

「かージ P サウンド F ビデオ 

厂その他レ 


领 


クリア J 巧な j 


設ミ J 戻る J 
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スケジュールの一括削除 

[一括削除]をクリックすることで[一括削除設定]画面を開くことができます。[一括削除設 
走:]画面で、削除したいスケジュールの[削除対象]をチェックし[更新]をクリックすると、 
[スケジュール選択]欄から削除されます。 



[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 





スケジュールの一括設定 



シ 

ス 

テ 

ム 

の 

管 

理 


[一覧]をクリックすることで[ダウン□ード設定]画面を開くことができます。[ダウン□一 
ド設定]画面で、ダウン□ードを実行したいスケジュールの[ダウン□ード]をチェックし[要 
新]をクリックすると、[スケジュール選択]欄に反映されます。 



[pn 


[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

ダウンロードを実行する時は[ダウンロード]にチェックを付け、実行しない時はチェック 
を外してください。 
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スケジュールの確認 


[プ□パティ]をクリックすると、選択した 
スケジュールの設定履歴や最新のダウン 
□ード結果などを表示します。 





認証設定 

[プ□车シ]画面の[認証設定]で、システムを使用するユーザを認証するための設定ができま 
す。 

■: 特をのアクセスにがして認証機能をスキップさせたい場合は、 r 特殊アクセス制御設を」で 

[pn 設をを行うことができます。 


バイパス設定 

[プ□キシ]画面の[バイパス設定]では、システムを透過型プ□丰シとして動作させる際の、 
静的バイパス•動的バイパスの設定を行います。 


特殊アクセス制御設定 

認証サービスをス 羊、ソプ させる「認証 ス车、ソプ 設定」、 URL フィルタリングソフトをス 羊、ソプ 
させる rURL フィルタス 车ップ 設定」、 Keep-A live 接続の方まについて細かく指をする 
「 Keep - Alive 設を」などのを種例外設をを行います。 

設を対象となるリストは、 r アクセス制御設を」と共有します。 
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SSL アクセラレータ設定（リバースプ□キシ用） 

リバースプ□羊シサーバで SSL アクセラレータ機能を使用する設定を行います。 

本機能は、オプション機能です。使用するためじは、ライセンスをインス!'''ールしてくださ 
い。 


フィルター選択 

[プ□羊シ]画面の[フィルター選択]画面で、使用するフィルタリングソフトを選択すること 
ができます。フィルタリングソフトは InterSafe、InterScan WebMamger を使用すること 
ができます。 

ご利用の際は、 InterSafe はライセンスの追力□のみ 、 InterScan WebManager はオプション 
ソフトのインス I -ールとライセンスの追力□が必要です。 

フィルタリングソフトの対応バージョンは、随時サポートサイトなどでご磕認ください。 
InterSafe 使用時は、アクセス□グへフィルタリングカテゴリをおよびフィルタリング結果を 
表示させることができます。 


InterScan WebManager • InterSafe の□グ□—テート設定 

InterScan WebManager や InterSafe の名'管理〕ンソールで□グ□—テートの設定:をする場 
合、その合計ファイルサイズにを意してください。本システムでは、約 6 G 目のディスク容量 
を設けています。万一の障害発生時のメモリダンプ採取用の空き領域（搭載メモリ分）十 
InterScan WebManager 、 InterSafe のインストール用領域（約100 MB ) 十 InterScan 
WebManager 、 InterSafe の□グファイルの合計が 6 G 目を超えないよう、余裕を持たせた設 
走:にしてください。 

また、 RAID 構成の場合は ManagementConsole で設定できるを種□グファイルのサイズも 
含めて合計 6 G 巨じ(内となるように設定してください。 

H-O • InterScan WebMana 呂 er を一度インストールするとアンインストールすることはで 
E 重马 さません。 

• InterSafe を使用していて、他ソフトを使用したくなった場合にはいったん「フィルタ 
リングソフトを使用しない」を設定してか5他ソフトを使用してください。 

• InterSafe または InterScan WebMana 呂 er を使用する場合は、 Management 
Console に加えて、各製品の管理コンソールでの設定び必要です。 

• InterSafe の管理画面を起動させるには、「ヴービス」画面の 「InterSafe」 を起動させる 
必要びありまず。なお、 InterSafe の利用をやめる場合は、「サービス」画面で 
InterSafe を停止させてください。 
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InterScan WebManager 設定 


[プ□キシ]画面の[フイルター選択]画面の [InterScan Web Manager 動作設定:]で、 
InterScan WebManager の設定:を行います。この設定は InterScan WebManager を本シス 
テムで使用するとき必ず必要です 。I P アドレスとポート番号の指定は I n t e 「 S C a n 
WebManager で設をする内容に従って設をしてくださし、なお、この画面で IP アドレスと 
ポート番号を変更しても InterScan WebManager には反映されません。 


InterScan WebManager インストル手順 

InterScan WebManager のインストール手順を示します。 


1 . [システム]画面の[保守用パスワード]で mainte ユーザのパスワードを設定する。 

2 . [サービス]画面で「リモート□グイン （ telnetd )」 を起動する。 

3. [サービス]画面の r リモート□グイン （ telnetd )」 をクリックして[リモート□グイン （ telnetd )] 画面 
へ遷移し、本システムにリモート□グインできるようじ Tel net を許巧するホストを設定する。 

4. Telnet で mainte ユーザで本システムじリモート□グインし 、 rsu -」とコマンドラインに巧ち込む。 

己.パスワードを求め6れるので 、 Management Console (こ□グインするためのパスワード (admin 
のパスワード）を指定する。 

管理者ユーザになります。 

目 . InterScan WebManager のマニュアルに基づきインストールをする。 

InterScan WebManager インストール中(こインス!ルディレクトリを闇かれますが、 r / usr / local 」 
を指定します。 

7. InterScan WebManager のインストール後、口□キシ]画面のロィルター選択]で 「InterScan 
WebManager を使用する」を指定し、 r 設定」をクリックして現れる [InterScan WebManager 動作 
設定]画面(こて InterScan の IP アドレスやポート番号を指定する。 

IP アドレスやポート番号を指定し、[設定]をクリックします。 

8 . [システム]画面(こて[システムの再起動]を実巧する。 


InterSafe 設定 

[プ□キシ]画面の|；フィルター選択]画面の[ lnte 「 Safe 設定：]で、 lnte 「 Safe の設定を行いま 
す。この設定は InterSafe を本システムで使用するとき必要ですので、必ず行ってください。 
IP アドレスとポート番号などの指定は、 r サービス」画面から InterSafe 管理コンソールを起動 
し、表示する内容に従って設をしてくださし、なお、本画面で IP アドレスとポート番号を変 
要しても InterSafe 管理〕ンソールには反映されません。 

I M-O InterSafe 管理コンソールで InterSafe の IP アドレスやポート番号を変更した場台には必ず 
この画面の設定も変更してください。 


■ I ： • InterSafe 設定:で設定:を行った後、[プロキシ]画面に [InterSafe 設定:]の項目が表示され 

rpH るようになります。 

• InterSafe のマニュアルは、インストール CD-ROM 内の manual.html から閲覧できます。 
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サービス画面ではを機能の停止•起動を指示可能で、現在の稼動状況を表示します。さらに 
ここから、を機能ごとの詳細な設をを行う画面に移ります。 

- 0 S 起動時の状態: システムが起動した際に、このサービスを自動的に有効にするかどう 
かを指定します。 

- 現在の状態: 現在、このサービスが動作しているかどうかを表示します。 

- (再）起動: このサービスが停止している場合に起動します。動作中の場合には、停止さ 
せてから再起動します。 

-停止：このサービスが動作中であれば、停止します。 
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InterSafe 


ICAP (Internet Content Adaptation 
Protocol ) による URL フィルタリングを行 
えます （ InterSafe をに AP サーバとして使 

用)。 

フィルタリングソフトウエアでのプ□丰シ 
動作が不要となるため、処理性能が向上し 
ます。 

初めて利用する際は、ち側の rinterSafe 」 
のリンクをクリックし、使用承諾契約書の 
内容をよく読んで r 同意する」ボタンをク 
リックしてください。 


ービス 


OS 

起め巧 
のが篡 

現をの 
巧態 

(巧)をめ 

信ム サービス 

- 

- 

超 互 1 

;す "! InterSafe 1 

1巧止 v;l 

停止中 


1 f をみ tamrnu 

1拉かぺ1を扭や|再起か1 

時刻調が (ntDd 〉 

1停止 v | 

停止や 

rusTi 

〔巧山 1 ネットワーク昔巧エージ X ント (sn mod) 

起れ 

运かや 

1 再起勤 1 [ WF \ リ子ート□ヴイン (telnetd) 

いき止 v | 

停止や 


〔博 it] WPAD サーバ (wDad-httod) 



5^^^下のほ脯车諾契お1まに同意いただける巧合は、画面下がの「同意する J ぞクリックしてくださ 
い。同まされない巧合、 InterSa ゎぞ话巧することはできません。 

[话巧な i ち興約き] No. IS-UA0 10807 

(ごほ巧になるおIこ'必ずお読みください） 

をほ用 i. キ譯琴をうま a イ下「本契の J といいま.す）は、下哥;;ホ苗 ft た聲品をリでーピオ 


賊於、お巧おなおお&でなお…〜™ 

tlMnrS»f*3 H 7ルブスシス Ticf ン f ヴレーン》ン>111化な|11•顯■です • 



n-O • 本画面では、 InterSafe 管理用コンソールの起動/停止を設定ずることびできます。 

InterSafe を利用するには、「プ□キシ」一 r フィルター設定」画面でも InterSafe の設定 
び行われている必要びあります。 

• InterSafe の使用をやめる場合は、「プ□キシ」一「フィルター設赴画面で変更を行し、、 
「ヴービス」 -►rinterSafeJ 画面でI nterSaf e を停止してください。 


時刻調整 ( ntpd ) 

NTP(Network Time Protocol ) は、ネットワークで接続された〕ンピュータ同±が連絡を取 
り合い、時計のずれを自動的に調整する仕組みです。本システムはこの仕組みを利用して、 
W 下の機能を提供しています。 

• インターネットの標準時刻サーバじ、本システムの時計を合わせる。 

参他の PC が時計を本システムに合わせるのじ必要な情報を提供する。 


ネットワーク管理工ージ王卜 ( snmpd ) 

SNMP (Simple Network Management Protocol ) は、ネットワークじ接続された機器の稼 
動状況を、ネットワークを通じて取得するための仕組みです。本システムは、ネットワーク 
じ接続された機器にージェント)の側として、必要な情報をネットワークに発信する機能を 
提供しています。 
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■ J モート□グイン ( telnetd ) 

他のコンピュータ（ホスト）から本システムに接続することを可能にする機能です。 
Management Console では対応できない特別な操作を行いたい場合にだけこの機能を有効 
じします。通常の運用時に有効じする必要はありません。有効にしている間はセ车ュリティ 
のレベルが低下しますので、通常は無効にしておくことをお勤めします。 

「Telnet □グインを許可するホスト」画面じて、□グイン可能なホストを各種形式で指をしま 
す。カンマで区切って複数のホストを指定巧能です。 IP アドレスやホストをじ(外にもを種指 
定形式をサポートしています。指を形式の詳細については画面ち上のオンラインヘルプを参 
照してください。 


WPAD ヴーノ （( wpad - httpd ) 

本システムをフォワードプ□キシとして利 
用している際に、ブラウザ側でのプ□丰シ 
設定を自動化するための機能です。 

Internet Explorer 5 JU 降で対応していま 
す。本機能を利用するためには、ブラウザ 
の参照している DNS サーバおよび DHCP 
サーバを適切に設をする必要があります。 

[プ□キシサーバ自動設定ファイル]画面で本システムに接続する際に使用するホストをと 
ポート番号を設ちします。本システムを通さないで接続すべきマシンがあれば、ネットワー 
クアドレス単位で指定することが巧能です。 

I n-O WPAD サーバは本システムのサーバ種別を 「Forward (透過型 L4 スイッチ）」、 「Forward 
胃 g (透過型 WCCP)」 または 「Reverse」 に設定した時にはご利用できません。 


キシサーい自動設定ファイル 


フロキシサ'—パのホストを： Ixxxxxxxxxxxx 
ブ□キシサ ー J S のボート番号： fioio ~ 

直は接.柄 9 -るネジトワーク ： n 27.0.0.0/255.255.255.0 


i 男ち I 


つ 




システムの管理 
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パツケージ 


本システムじインス!-ールされているアプ 
リケーションなどのソフトウェアパ、ソケー 
ジのアップデートやインス!-ール、インス 
トールされているパッケージの一覧を磕認 
する画面です。 


ンわ巧 —t 




オンラインアップデート 

オンラインアップデートを利用すると 、 Management Console から簡単にアップデートモ 
ジュールをインス!-ールすることができます。 

アップデートモジュールとは、本システムに追力□インストール（アップデート）可能なソフト 
ウェアで、弊社で基本的な動作磕認を行って公開しているものです。内容は、既存ソフト 
ウェアの化荷後に発見された不具合修正や機能追力□などが主ですが、新規ソフトウてアが存 
在することもあります。オンラインアップデートでは、現在公開されている本システム向け 
のアップデートモジュールの一覧を参照し、安全にモジュールをインストールすることがで 
きます。 




• アップデートモジュールを適用後も適用が態が r 未」と表示される場合は、モジュールの 
適用に失敗したか、システムの再起動を行っていない可能性びあります。 

• オンラインアップデート時は、本サーバびクライアントとなり、アップデート Web 用 
サーバへ接続します。「取得用 proxy アドレス」に本サーバを設定している場合、事前に 
下の画面で自身か5のアクセスを受け付ける設定にしておいてください。 

-[プ□キシ]一[アクセス制御設定]画面 
•[プ□キシ]一[セキュリティ設赶画面 


手動インストール 

□-カルディレクトリのファイルを、または URL 、 PROX 丫、 PORT を指定して RPM パ、ソ 
ケージをインストールすることができます。 


パッケージの一覧 


現在本システムにインス!'''ールされている RPM パッケージの一覧を磕認することができま 
す。また、アンインス!-ール作業を行うこともできます。 


■ f こ h {一 

I お i 私 
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システム 


Management Console 画面左の[システ 
ム]アイコンをクリックすると「システム」 
画面が表示されます。 





システムの停止 

[システムの停止]をクリックすると「システムを停止します。 

システムの再起動 

[システムの再起動」をクリックすると r システムを再起動します。 


CPU / メモリ使用状況 

メモリの使用状ミ兄と CPU の使用状ミ兄をグラフと数値で表示します。約10秒ごとに最新の情 
報に表示が更新されます。 

また、 CPU 使用率と負荷について、調節を行うことができます（上級者向け)。設をを変更す 
る場合は、環境や使用状況にあわせて適当な値をチューニングしてください。 


ディスク使用状況 


ディスクの使用状況ををファイルシステムごとに数値とグラフで表示します。空き容量、使 
用率にを意して < ださい。空き容量が足りな <なるとシステムが正常に動作しなくなる可能 
性があります。 


プ□セス実行状況 


現在実行中のプ□セスの一覧を表示します。プ□セス実行状況の表の最上行の項目ををク 
リックすると、名'項目で表示をソートすることができます。表示項目の詳細については、[へ 
ルプ]をクリックし、オンラインヘルプを参照してください。 


システムの管理 


繫 


芭がか麻 
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名前解ミ夫診断 

ネットワーク設をで登録されている DNS サーバの動作を確認することができます。 
「ホスト:」じ適当なホストをを入力して[診断]をクリックすると診断結果が表示されます。ホ 
ストをに対して正しく 「 Name :」 と 「 Address :」 が表示されれば DNS サーバは正常に機能してい 
ます。 


ネットワーク利用状況 

ネットワーク利用状況を表示します。 

[約5秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が最 
新状況に更新されます。 


ネットワーク接続状況 

をポートごとの接続状況を表示します。 

[約5秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が最 
新状況に更新されます。 


プ□キシアクセス統計 

アクセスの統計情報を表示します。[プ□车シアクセス統計表示]画面の 「Summary by 
Month 」 の表の [ Month ] の項目のリンクをクリックするとその月の詳細な統計情報を表示し 
ます。 

プ□羊シアクセス動作設をはプ□羊シアクセス統計を有効にして動作させるかどうか設定し 
よ 9' 〇 

動作させる際には優先度を設をして < ださい。優先度は1から20まで設を可能であり、値が 
大きいほど優先度が低くなります。優先度を低くすることによリプ□车シアクセス統計の動 
作による CPU の負荷を減らすことができます。 

Webalizer 表示設定!では、 sites はサイト別上位を 、 sites By K 巨 ytes はサイト別羊□バイト 
上位を、 URUs は URL 上位を、 URUs 目 y K 目 ytes はサイト別キ□バイト上位を Entry 
Pages は入り□上位を 、 Exit Pages は化□別上位をいくつまで表示するか設定することがで 
きます。 

n-O • プ□キシアクセス統計を無効にするを選択ずるとそれまで作成されていた統計情報は削 
胃 q 除されまず。 

• プ□キシアクセス統計を動作させると性能お下びおこる可能性びあります。 

• 優先度は慎重にミ央定してください。おい優先度を設定するとシステムの負荷状況によっ 
ては正常に統計情報び作成されない可能性びあります。 

• プ□キシアクセス統計情報を動作させると、キャッシュヴーバのアクセス□グの□グ出 
力形式は Squid に、□—テート世げ数は「1」に固定され、□—テートサイズはいったん 
100 MB に設定されます。 

• プ□キシアクセス統計を動作させている時、□ーテートサイズの扱いにはま意してくだ 
さい。システムの性能およびプ□キシアクセス統計の動作に影響を与えまず。 
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g ; • [初期値]をクリックすると、それぞれのテキストボックスに初期値が入ります。 

I ヒント I • 各テキストボックスは〇〜99まで入力することができます。 

• 統計情報はシステムのアクセスログが口ーテートされたときに作成されます。 

• システムのアクセスログの口ーテートの設をは[システム]画面の[ログ設を]画面の 
[キャッシュサーバアクセスログ]の[設を]をクリックすることで表示される[キヤッ 
シュサーバアクセスログ設を]画面にて行えます。 


経路情報 

r 柜手ホスト:」じホストをを入力して[表示]をクリックすると、そのホストまでの経路情報を 
お W しよ 9" 〇 

システム情報 

装置に割り当てたホストを、および OS に関する情報を表示します。 


AFT/ALB 設定 

AFT (Adapter Fault Tolerance)/ALB (Adaptive Load 目 alancing ) モードの設定を行いま 
す。 


ネットワーク 

ネットワークの基本的な設をやネットワークインタフェース、ルーティングの設をを行いま 
す。 

I H-O AFT / ALB の設定を行っているとをは、 ethl に対する設定はできません。 

アクセス□グ取得 

丰ャッシュサーバアクセス□グを Samba または FTP で指定したホストを利用して転送しま 
す。 

I — "〇 本システムのアクセス□グの□—テートの設定は[システム]画面の[□グ管理]画面の 
[キャッシュヴーバアクセス□グ]の[設定]をクリックずることで表示される[キャッシュ 
サーバアクセス□グ設定]画面にて行えまず。 


バックアップ/リストア 

ファイルのバックアップおよびリストアの設定を行います。詳細はこの後に説明する r バッ 
クアップ/リストア」を参照してください。 


システムの管理 
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管理をパスワード 

管理者 ( admin ) のパスワードを変更します。をパスワードは6文字上8文字 W 下の半角英数 
文字（半角記号を含む）を指をしてください。省略すると、パスワードは変更されません。空 
のパスワードを指定することはできません。 

また、管理者宛のメールを転送する先を設定できます。管理者宛メールの転送先は正し < 送 
信できるアドレスを指をしてください。 

□グ管理 

□グの表示、□グの□ーテートの設をを行います。 

□グの表示は表示したい□グの[表示]をクリックすると□ーテートされた□グの一覧が表示 
され、その中から表示したい□グを選択して表示します。 

□グの□ーテートの設定は、□ーテートを行うタイミングを周期またはファイルサイズで指 
をし、何世代まで□グを残すかを設ちします。 

H-O • □グの□—テートは毎日0:00とシステム起動時にチェックし、条件びあっているもの 
信重马 を□ーテートします。 

• □グの□ーテートのタイミングでシステムの停止および再起動を行う場合にはごま意く 
ださい。 

• キャッシュサーバアクセス□グの設定は他の□グと異なります。詳細は次に説明する 
「キャッシュサーバアクセス□グ」を参照してください。 

ログを表示したとき、ログのダウンロードを行うことも可能です。 

rEvTI 


キャッシュサーバアクセス□グ 

车 ャッ シュサーバアクセス□グの[設定]を 
クリックすると、[丰 ャッ シュサーバアク 
セス□グ設定]画面が表示されます。この 
画面は、丰 ャッ シュサーバアクセス□グの 
出)力形式、□ーテート（条件、サイズ、時 
闇、時刻）、何世代まで□グを残すかなど 
を設定することができます。化力形式が拡 
張形式であったとき、拡張形式でチェック 
ボックスにチェックを入れた項目が□グ化 
力されます。 

n-O アクセス□グ取得、プ□キシアクセ 
ス統計情報を動作させている時は 
□ーテートサイズの扱いにを意して 
ください。システムの性能に影響を 
与えます。 
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バックアップ/リストア 


システムの故障、設をの誤った変更など思わめトラブルからスムーズじ復旧するために、を期的にシステ 
ムのファイルのバックアップをとっておくことを強く推奨します。 

バックアップしておいたファイルを「リストア」することによってバックアップを作成した時点の状態ヘシ 
ステムを復元することができるようになります。 

本装置では、システム内のファイルを W 下の5つのグループに分類して、そのをグループごとにファイル 
のバックアップのとり方を制御することができます。 

それぞれのグループのバックアップ対象ディレクトリおよび作成されるファイルのを称は以下の通りで 
す。 

• システムの設定ファイル 

対象ディレクトリ： / etc 配下 

圧縮 （□— カル）： backup _ confJ ; く . tgz 
圧縮 ( Samba ) : backup _ smb _ conr_*.tgz 

• プ□キシ サーバの設定ファイル 


対象ディレクトリ 

圧縮 （□ ーカル） 
圧縮 ( Samba ) 

各種□グファイル 

対象ディレクトリ 


: / etc/crontab 

/ opt / nec / catfish 、「 oma 、 sma け filter 配下 
: backup _ p 「 oxy _)! く . tgz 
: backup _ smb _ proxy_*.tgz 


: / var / lib / logrotate.status var 配下 


/ var/log 配下 


圧縮（□—カル）： backup _ log_*.tgz 
圧縮 ( Samba ) : backup _ smb _ log_*.tgz 

プ□キシアクセス統計情報 

対象ディレクトリ： / home / webalizer / 配下 
圧縮（□一力 J レ）： backup _ alize 「_ 本 . tgz 
圧縮 （ Samba ) : backup _ smb _ alizer_*.tgz 


ディレクトリ指定 

対象ディレクトリ 


圧縮 （□ ーカル） 
圧縮 ( Samba ) 


:任意のディレクトリ 

* 例えば、フィルタリングソフト （ InterSafe ) 関連のファイルを 
指定する場合、 / usr / local / intersafe / を指定!します。 

: backup _ di 「 infoj ! く . tgz 
: backup smb dirinfo 气 tgz 


システムの管理 
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初期状態では、いずれのグループも r バックアップしない」設をになっています。お客様の環 
境にあわせてをグループのファイルのバックアップを設をしてください。 

本装置ではをグループに対して r □-カルディスク」とに amba 」 の2種類のバックアップ方法 
を指をすることができます。 

を方法には、それぞれ W 下のような特徴があります。 


• □一カルディスク 

内蔵八ードディスクの別の場所にバックアップをとります。 

• Samba 

LAN に接続されている Windows マシンのディスクにバックアップをとります。 

バックアップ方式に□一カルディスクを指をする場合、ディスクフルを起こさないようを意 

してください。 

ディスクフルになると、プ□羊シサービスが停止します。 

使用可能なディスク容量は、システムのディスク使用状ミ兄画面でマウントポイント「/」で表 

示されている容量です。 

標準構成の場合、じ(下の合計が使用可能なディスク容量を超えないよう、余裕を持たせた設 

定:にしてください。 

-万一の傷害発生時のメモリダンプ採取用の空き領域（搭載メモリ分） 

.InterScan WebManager 、 InterSafe のインス! ー ル用領域（約100 MB ) 

- InterScan WebManagerJnterSafe の□グファイル 

. バックアップファイル 

-システムの□グ管理画面で設定できる各種□グファイル 

M-O • システムの設定ファイル、およびプ□キシサーパの設定ファイルは必ずバックアップを 
設定してください。 

• □—カルディスクへのバックアップは、他の方法に比べてリストアできない可能性び高 
くなりまず。なるべく Samba を使用して、別マシンへバックアップをとるようにして 
<ださい。 

• Samba でのバックアップは、内蔵八ードディスクびクラッシュしても復元を行うこと 
びできますび、あ5かじめ、 Windows マシンに共有の設定をしておく必要びありまず 
のでを意してください。 

• キャッシュヴーバアクセス□グおよびキャッシュ□グは、「各種□グファイル」のバック 
アップでの巧象がとなりまずので、ま意してください。 
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rsambaj による/ V ックアップ設定の例 


ここでは rSamba 」 を使用したバックアップの方まについて説明します。 

例として^ wo 「 kg 「 oup 」内に所属するマシンさ)^ winpc 」という Windows マシンの^ C :ドライブ」 
じバックアップのためのフォルダ 「 cachebackup 」 を作成して「システムの設定ファイル」グ 
ループのファイルのバックアップを行う場合の操作手順を説明します。 

バックアップファイルを置くマシン ( winpc ) でのバックアップ作業のためのユーザーを 
「win pc 」 上にあらかじめ用意してください。 


Bi 


バックアップファイルの中にはシステムのセキュリティに関する情報などび含まれるため、 
バックアップのためのフォルダ （ cachebackup ) の読み取り、変更の権限などのセキュリ 
テイの設定には十分ま意してください 。 (Windows Me /98/9 曰ではセキュリティの設定 
びでをません。そのためお客様の情報が第兰者に盗まれる可能性びあります。） 


バックアップ 作業のためのユーザーは既存のユーザーでちかまいませんが、 じ (下の説明では 
rcachea dm in 」 というユーザーをあらかじめ用意したという前提で説明します。 

次の順唐で設定します。じ(降、順に設定例を説明していきます。 

1. Windows マシンの共有フォルダの作成 

2. システムのバックアップファイルグループの設定 

3. バックアップの実行 


Pi 


バックアップ用に作成した共有フオルダの設定を不用意に変更ずるとシステムのバックアツ 
プおよび復元の機能び正常に動作しなくなるのでま意してください。 


Window S マシンの共有フォ j レダの作成 

まず、バックアップファイルを置いておくための共有フォルダを Windows マシンに作成し 
ます。ここでは、例として Windows 2000 .Windows XP の2種の OS での作成方まを説明 
します。 


操作例： winpc の OS が Windows XP の場合 

1 . マシン 「 winpc 」 の[マイコンピユータ]画面を開く。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウの [C :ドライブ]のアイコンをダブルクリックする。 


3. [ファイル]メニューの[新規作成]一[フオ 
ルダ]をクリックする。 


編集の 


シヨ-卜かットのけぶを) 
肖り除屯〉 

るがのをを曲） 

づ山;ティ ( E ) 


バコ I / J ゾ1吗） 


ツ-ルのヘルプお） 


閉じるに） 

骑プ□ヴラムの ii 加と肖りお巧テキスト文者 


6プリーフケース 
ピットマップイタ-ジ 
菌 Microsoft Word 文ま 
国 ] Microsoft Access アプリケーション 
暫 Microsoft PowerPoi がプレだンテーション 
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4. [ 新しいフォルダ ] のさ ) 前に [cachebackup] とキーボードか 6 人力しく Enter 〉 キーを押す。 


日.上記の手順で作成した [ cachebackup ] フォルダをクリックして選択する。 

巨.[ファイル]メニューの[共有とセキュリティ]をクリックする。 

[ cachebackup のプ□パティ]ウインドウの[共有]シートが表示されます。 


7. [ネットワーク上での共有とセキユリ 
テイ]メニューで、[ネットワーク上でこ 
のフォルダを共有する]のチェックボック 
スと[ネットワークユーザによるファイル 
の変更を許可する](こチェックをつける。 



8 . [0 K ] をクリックして [ cachebackup のプ□パティ]のウインドウを閉じる。 


9. [ cachebackup ] フォルダのアイコンが変わったことを確認する。 


巧 

cachebackup 


W 上で WindowsXP 上の共有フォルダの設をは完了です。 


操作例： winpc の OS が Windows 2000 の場合 


1 . マシン 「 winpc 」 のデスクトップ上にある[マイコンピュータ]をダブルクリックする。 


2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウの [C :ドライブ]のアイコンをダブルクリックする。 


3. [ファイル]メニューの蹄規作成]一[フォ 
ルダ]をクリックする。 


]|ファイルの漏集の 

ショ-トカットの巧巧を) 
削除を） 

を前のを更(凹） 

ブロバティ(巧 

閉じるに） 


を^^^^^^^ 

… m み 

I *71 ソ d — I 、 " ツ广、る ) 


ヘルプお） 


包ブトフケ-ス 
タピットマップイイ-ジ 
勒 Microsoft Word 文ま 
面ま巧ファイル ( LZH おが:） 

を _] Microsoft Access テ''一か V ' ース 


がジ王ウトを遽巧すると、その i 区） Office 卜牛 I メントの一程... 


4. [新しいフォルダ]のさ)前に [ cachebackup ] とキーボードか6人力し < Enter > キーを押す。 


己.上記の手順で作成した [ cachebackup ] フォルダをクリックして選択する。 


cachebackup 
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フルコント□ール 
変を 
読み巧り 


目.[ファイル]メニューの[共有]をクリックする。 

[cacheback up のプ□パティ]ウィンドウの[共有]シートが表示されます。 


7. [このフォルダを共有する]をクリックする。 

8. [アクセス許巧]をクリックする。 

9. [共有アクセス許巧]を設定する。 


全股1 Web 共を I たキュリティ1 


杉] 


ルタを其ちするじはにのフォルタを共ちする]をクリックしてく复さい。 


このフオルザを香 11 f 迄， 

■ 一ーレ I IW 一 d し KU[ 


3 


コイント に)： I 

ユーザー 制眼：無ホ腿 ( M ) 

广 最ス ユーザー 数巡） 

ネ》トワ-クを経由して： L- ザ-がこのフォルタに 
スするためのアクセス i 牛巧を i ち定するじは、 [7/ 

巧]をクリックしてください。 

この其ちフォルタへのオフラインアクセスを設定するに キャめ1ね） 
は、梓サッシュ]をクリックしてくださ0。 ザのノユが 


i 述 


アクセス許可を) J 


n キャンセル J 適用(が 


ここではじ(下のように設定します。 

1 • [さ)前]一覧か 6[ Everyone ] を削除す 

る。 

2. [追加]をクリックして [ユーザー、コ 
ンピューター、またはグループの選 
択]ウィンドウで ユーザー 
[ cacheadmin ] を追加して [0 K ] をク 
リックする。 

3. [共有アクセス許巧]の[アクセス許可] 
一覧の[フルコント□—ル]の許巧の 
チェックボックスにチェックをつけ 
る。 


10. [0 K ] をクリックして [cachebackup のアクセス許可]のウィンドウを閉じる。 

11. [0 K ] をクリックして [cachebackup のプ□パティ]のウィンドウを閉じる。 

12. [ cachebackup ] フォルダのアイコンが変わったことを確認する。 


巧 

cachebackup 


U 上で Windows 2000上の共有フォルダの設をは完了です。 


0K I キャンセル1 適巧解 


其ちアクセス i 午巧) 


るお 


アクセス i 午巧を)： 


胤 D 屯 )…I 

肖リ燃(巧 I 


i 午巧 巧否 


Everyone 


cachebackup のアク t ス i 丰巧 


cachebackup の 7 □パテイ 


□目 

囚囚囚 
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システムのバックアップファイルグループの設定 

ここでは例として[システムの設定ファイル]グループのバックアップの設定手順を説明しま 
す（他のグループち操作方法は同じです）。 


1 . Management Console 画面左の[システ 
ム]アイコンをクリックする。 

[システム]画面が表示されます。 

2 . [システム]画面の[その他]一覧の[バック 
アップ/リストア]をクリックする。 

[バックアップ/リストアー覧]画面が表示 
されます。 




一覧の[システムの設定ファイル]の左側 
の[編集]をクリックする。 

バックアップ設定の[編集]画面が表示さ 
れます。 


4. [編集]画面のバックアップ方まの 
[Samba] をクリックして選択する。 

瓦 「Windows マシンの共有フォルダの作成」 
で巧った設定に従って] U 下の項目を入力 
する。 

• ワークグループ （N T ドメインさ)）： 
workgroup 

• [Windows マシンさ)]: winpc 
• [共有さ )]: cachebackup 
• [ユーザを ]: cacheadmin 
• [パスワード]:ユーザ cacheadmin の 
パスワード 



88 













































































巨.正しく設定されていることを確認するた 
め[卸実行]をクリックしてバックアップ 
を実行する。 

正し < 実行された場合はちの操作結果通 
知が表示されます。 



I チェック I 


正しく操作結果通知が表示されない場合は Windows マシンの共有の設定とバックアップ方式の 
設定が正しいかどうか確認してください。 


•L 励 

この[即実行]を使うことで、任意のタイミングで手動でバックアップを行うことができます。 
7. [戻る]をクリックする。 


を期的に自動的にバックアップを行うには次の設定を続けて行ってください C 


8 . [編集]画面で[世代]、[スケジュール]、 
[時刻]を指定する。 

ち図の例では[毎週月曜日の朝 9:00( こ 
バックアップをとる。バックアップファ 
イルは3世代分残す]設定を巧う場合を示 
しています。 

世代 

バックアップファイルをいくつ残すかを 
指定します。バックアップファイルを保 
管するディスクの容量と、必要性に応じ 
て指定してください。世代を1にする 
と、バックアップを実行するたびじ前回 
のバックアップ内容を上書きすることに 
なります。 



スケジュール 

バックアップを実行する日を指定します。[毎日]、[毎週]、[毎月]、および[バックアップしない] 
か6選択します。 

[毎週]を指定する場合はち側の曜日も選択して < ださい。 

[毎月]を指定する場合はち側のテキストボックスに日付を人力してください 

いずれの場合も指定した日がじ本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が入っていない場合 
はバックアップできないのでミ主意してください。 

時刻 

[スケジュール]で指定した日付の何時何分にバックアップを行うかを指定します。指定した時刻 
に本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が ON になっていない場合はバックアップできない 
のでを意して < ださい。 
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9. [編集]画面下の[設定]をクリックする。 


£集 


t (上で、を期的に自動的にバックアップを 
行う設をは完了です。 


バックアップの実行 

バックアップの処理ま「システムのバックアップファイルグループの設定」で指をした日時(こ 
本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が入っていない場合は、バックアップされませ 
んのでを意してください。 


説日月： 

世げ： 

スケジュール： 


システムの設定ファイル 

厂 

广を日 


<3•毎週强日二! 

广 S 巧 r 日 
广バックアッブしない 
|9 時戸 かにバックアッブ 


時刻： 

バックアッブ方巧： 

厂ローカルディスクディレクトり： 

P" Samba 

W i ndows マシンる： 
共ちる： 

ユーザ名： 


/var/backup 


ワークグルーブ名： 
(NT ドメインる） 


workgroup 


cachebackup 


I 邱ま巧 _J 
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■ J ストア 


バックアッフファイルは 4 つのをバックアッフファイルグループごとにシステムにリストア 
することができます。 

ここでは例として[バックアップ手順の例]で設をを行った[システム設をのファイル]グループの 
ファイルのバックアップファイルをシステムにリストアする際の操作手順の例を説明します。 

1 .Management Console 画面左の[システム]アイコンをクリックする。 

[システム]画面が表示されます。 


2 . [システム]画面の[その他]一覧の[バック 
アップ/リストア]をクリックする。 

[バックアップ/リストアー覧]画面が表示 
されます。 


I 以仙扇 


システム I 博ま技 


バックアツブルストア 


昔巧をバスワード 


アクたスロヴ巧巧 


巧守巧バスワード 
キャッシュデータ刖除 


ブロキシサーバげ態ま示 


3 . —覧の[システムの設定ファイル]の左側 
の[リストア]をクリックする。 

[リストア]画面が表示されます。 


"サウアゥブ/リストアー度 


)>ステムの設定ファイル 
，□わトバの i 

編集」 リ志 1| 卜ま口。.ファイル 


巧代を 


バックアッブ 


漏集 fu ストア I 


キシサーバの試定ファイル 


プ □ キシアク t ス統計 I 语報 


パックアップしねい 


ルックアップしない 


タイミンク 


パックアップしねい 


バックアップしない 


4. [リストア]画面で[バックアップのリスト 
ア先]、[バックアップ方式]、[リストア 
するバックアップファイル]を指定し、 
[リストア]をクリックする。 

通常は、デフォルトで最も新しいバック 
アップファイルが選択されています。そ 
のまま実行すれば、最新のバックアップ 
ファイルがリストアされます。 

w-oira 

[元のディレクトリにリストアする]を 
選択した場合、現在のファイルの内容 
びバックアップしておいた内容で上書 
をされますのでま意してください。 

己. 「リストアします。よろしいですか？」と 
いうダイア□グボックスが表示されま 
す。リストアする場合は [0 K ] をクリック 
する。 

リストアをしない場合は、[キャンセル] 
をクリックしてください。 


•L 励 


還択したバックアップファイルの内容 
を参照したい場合は、[表示]をクリッ 
クしてください。 


バックアッブのリストアホ 

广 元のデイレクトリにリストアする 
f 則のディレクトリにリストアする 


ディレクトリる : Ktmp 


バックアッブモ巧 ： r ローカルディス クニ J 

适巧したパックアッブファイルか6リストアを行うディレクトリ 


] 




リストアするパックアッブファイル 
表モライン数 : poo 


ファイルる バックアッブ日時 

サイズ 

(kB) 

1 广 jbackup.confj.tgz |2002/10/27 07: 18:56 

670.4 

1 a backup.confj.tgz |2002/10/27 07:20:22 | 

669.9 

1 r |bacl<up conf 2.tgz |2002/10/16 22:5 い 11 | 

669.5 

1 广 jbackup.confj.tgz |2002/10/1714: 12:08 | 

670.4 

1 广 |backup_conf_4.tgz |2002/10/27 07:10:04! 

669.9 


寧 
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